様式１
林業事業体名簿への登録申請書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　月　日
山形県知事　様            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主たる事務所の所在地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称
                            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                                                        電話番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス
                                                                        (認定事業主の有無　有　無　　＊該当する方に○をつけること。)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　上記記載の主たる事務所の所在地、代表者氏名等及び下表の林業事業体に関する情報について、知事が林業事業体名簿へ登録し、公表する情報として登録申請します。なお、情報については、○年○月○日付けで提出した改善計画認定申請書(又は改善措置実施状況報告)と同じ。(注：認定事業主の場合は、なお書き以降を付記すること。)
注：認定事業主については、「実施事業の成績評定結果」と「その他情報」以外の事項について、既に提出されている改善計画認定申請書（前年度以降に限る）又は改善措置実施状況報告と同じならば記載を省略できる。
	林業現場
作業職員数
（うち常用）

	事務系等
職員数
（うち常用）

	雇用管理者の
選任の有無

	雇用に関する
文書の交付の
有無
	社会･労働保険等への加入状況
	

	
	
	
	
	労災保険
	雇用保険

	健康保険

	厚生年金保険
	退職金共済等
	労災保険料率
	

	人 
（　　　人）
	人 
（　　　人）
	
	
	人

	人

	人

	人

	人

	％

	


	事業実績(うち国有林)(事業期間　年　月　日～　年　月　日)
	事業区域

	林業機械保有台数（うちレンタル）

	素材生産量
	造林事業量
	左記以外の事業量
	
	グラップル

	フェラーバンチャ
	スキッダ

	プロセッサ

	ハーベスタ 

	フォワーダ

	タワーヤーダ

	スイングヤーダ
	その他


	主　伐
	間　伐
	植　付
	下刈り
	その他
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	ｍ3
(　　m3)
	ｍ3
(　　m3)
	ha
(　　ha)
	    ha
(　　ha)
	
	
	
	台 
（　台）
	台 
（　台）
	台 
（　台）
	台 
（　台）
	台
（　台）
	台 
（　台）
	台 
（　台）
	台 
（　台）
	台 
（　台）


	技術者･技能者数
	

	ﾌｫﾚｽﾄ
ﾜｰｶｰ

	ﾌｫﾚｽﾄ
ﾘｰﾀﾞｰ

	ﾌｫﾚｽﾄ
ﾏﾈｰｼﾞｬｰ
	森林施業プランナー
	森林作業道作設
ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ
	技術士

	技能士

	林業技士

	その他

	

	人

	人

	人

	人

	人

	人

	人

	人

	人

	


	実施事業の成績評定結果
	
	その他情報
（例：地域への貢献(国土緑化への貢献、防災活動、ボランティア活動等)、表彰実績、経営の健全性(FSC森林認証、SGEC「緑の循環」認証、ISO取得状況)、指名停止処分等の状況等）
	

	区分

	民有林事業
	国有林野
　　　　　事 業
	
	
	

	
	　県営
	　補助
	
	
	
	

	評定件数
	       件
	       件
	        件
	
	
	

	最高点
	       点
	       点
	        点
	
	
	

	最低点
	       点
	       点
	        点
	
	
	

	
	
	
	
	

	平均
	       点
	       点
	        点
	


（記載要領）
１　職員数のうち常用とは、雇用契約において雇用期間の定めがないか又は４か月以上の雇用期間が定められているもの（季節労働を除く。）をいう。
２　事業実績の事業期間は、登録申請をしようとする年の前年とすること。
３　事業実績の事業量には、自社山林に係るもののほか、請負、立木購入を含めて記載することとし、うち国有林野事業に係るものについては、（　）書内数として明記すること。
４　事業実績で素材生産量は素材材積換算とすること。
５　事業実績で造林事業量のうちその他には、除伐、枝打ち等の保育作業について記載すること。
６　事業実績で左記以外の事業量には、森林作業道の開設・改良、山林種苗の生産等について記載すること。
７　事業区域は、県域を越えて事業を実施する場合にあっては、その旨を明記すること。
８　林業機械保有台数には１年を超える契約のリース機械を含み、レンタル機械については（　台）に外数とすること。
９　国有林野事業における実施事業の成績評定結果とは、国有林野事業で実施されている「事業成績評定」の結果を記入すること。
10　実施事業の成績評定結果の対象期間は事業実績の事業期間に準じる。
